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二

第
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
に
規
定
す

る
書
類
を
提
出
せ
ず
、
又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
て
こ
れ
を

提
出
し
た
と
き
。

三

第
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は

資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
答
弁

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し

た
と
き
。

四

第
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
六
条
又
は
第
三
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
百
二
十
六
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
」
を「
第
十
一
条
第
一
項
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
六
号
中「
第

八
十
七
条
の
三
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
」を「
第

八
十
七
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
第
百
条
の
八
第
五
項
」
を
「
第
百
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
百
二
十
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
九
章

雑
則

第
百
二
十
六
条
の
三
を
第
百
二
十
六
条
の
二
と
し
、
第
百
二
十
六
条
の
四
を
第
百
二
十
六
条
の
三
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
公
告
の
方
法
等
）

第
百
二
十
六
条
の
四

組
合
は
、
公
告
の
方
法
と
し
て
、
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
方
法
を
定
款
で
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

組
合
は
、
公
告
の
方
法
と
し
て
、
前
項
の
方
法
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
を
定
款
で
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
十
二
号
、第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
、

第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号
の
二
、
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
百
条
の
二
第
一
項
第

一
号
の
事
業
を
行
う
組
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
を
定
款
で
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

官
報
に
掲
載
す
る
方
法

二

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法

三

電
子
公
告
（
公
告
の
方
法
の
う
ち
、
電
磁
的
方
法
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法

を
い
う
。）に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が
公
告
す
べ
き
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態

に
置
く
措
置
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
も
の
を
と
る
方
法
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

３

組
合
が
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
方
法
を
公
告
の
方
法
と
す
る
旨
を
定
め
る
場
合
に
は
、
電
子
公
告
を
公
告
の
方

法
と
す
る
旨
を
定
め
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
事
故
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
つ
て
電
子

公
告
に
よ
る
公
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
公
告
の
方
法
と
し
て
、
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

方
法
の
い
ず
れ
か
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

組
合
が
当
該
組
合
の
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
方
法
又
は
電
子
公
告
に
よ
り
公
告
を
す
る
場
合
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
公
告
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
継
続
し
て
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

公
告
に
定
め
る
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
公
告

当
該
期
間
を
経
過
す
る
日

二

前
号
に
掲
げ
る
公
告
以
外
の
公
告

当
該
公
告
の
開
始
後
一
月
を
経
過
す
る
日

５

会
社
法
第
九
百
四
十
条
第
三
項
、
第
九
百
四
十
一
条
、
第
九
百
四
十
六
条
、
第
九
百
四
十
七
条
、
第
九
百
五
十

一
条
第
二
項
、
第
九
百
五
十
三
条
及
び
第
九
百
五
十
五
条
の
規
定
は
、
組
合
が
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
の
規
定

に
よ
る
公
告
を
電
子
公
告
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
社
法
第
九
百
四
十

条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
水
産
業
協
同
組
合
法
第
百
二
十
六
条
の
四
第
四
項
」
と
、「
こ
れ
ら
の
規

定
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
規
定
」
と
、
同
法
第
九
百
四
十
一
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
水
産
業
協
同

組
合
法
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
百
条
の
八
第
五
項
」
を
「
第
百
五
条
第
五
項
」
に
、「
第
十
一
号
」
を「
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
一
条
の
六
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
第
一
号
」に
、

「
第
十
一
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
第
百
二
十
一
条
の
四
」

を
「
第
百
八
条
」
に
、「
第
百
二
十
一
条
の
五
の
九
」
を
「
第
百
十
七
条
」
に
、「
第
百
二
十
一
条
の
八
」
を
「
第
百
二

十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
百
二
十
六
条
の
二
第
十
二
号
及
び
前
条
」
を
「
第
百
二
十
六
条

第
十
二
号
及
び
第
百
二
十
六
条
の
三
」
に
、「
第
百
二
十
六
条
の
二
第
十
二
号
の
」
を
「
同
号
の
」
に
、「
金
融
破
綻た

ん

処

理
制
度
」
を
「
金
融
破
綻
処
理
制
度
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
の
二
第
二
号
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
の
三
第
一
号
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四

号
中
「
第
九
十
一
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
十
一
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
十
一
条

の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条
の
四
中
「
金
融
破
綻た

ん

処
理
制
度
」
を
「
金
融
破
綻
処
理
制
度
」
に
改
め
る
。

（
水
産
資
源
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
水
産
資
源
の
保
護
培
養
（
第
四
条

第
二
十
八
条
）」を
「
水
産
資
源
の
保
護
培
養
」
に
、「
水
産
動
植
物

の
採
捕
制
限
等
（
第
四
条

第
十
三
条
）」を「
水
産
動
植
物
に
有
害
な
物
の
遺
棄
の
制
限
等（
第
四
条

第
十
二
条
）」

に
、「
第
一
節
の
二
」
を
「
第
二
節
」
に
、「
第
十
三
条
の
二

第
十
三
条
の
五
」
を「
第
十
三
条

第
十
六
条
」に
、「
第

二
節
」
を
「
第
三
節
」
に
、「
第
十
四
条

第
十
九
条
」
を
「
第
十
七
条

第
二
十
二
条
」
に
、「
第
三
節
」
を
「
第
四

節
」
に
、「
さ
く
河
魚
類
」
を
「
溯
河
魚
類
」
に
、「
第
二
十
条

第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
三
条

第
二
十
九
条
」

に
、「
第
四
節
」
を
「
第
五
節
」
に
、「
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
」
を
「
第
三
十
条
・
第
三
十
一
条
」
に
、「
第
二
十

九
条
・
第
三
十
条
」
を
「
第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
」
に
、「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
、「
第
三
十
二

条

第
三
十
五
条
の
二
」
を
「
第
三
十
五
条

第
四
十
条
」
に
、「
第
三
十
六
条

第
四
十
一
条
」を「
第
四
十
一
条

第
四
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
一
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
節

水
産
動
植
物
に
有
害
な
物
の
遺
棄
の
制
限
等

第
四
条
の
見
出
し
を「（
水
産
動
植
物
に
有
害
な
物
の
遺
棄
の
制
限
等
に
関
す
る
命
令
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
第
四
号
を
第
一
号
と
し
、
第
五
号
を
第
二
号
と
し
、
第

六
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
同
項
第
六
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
及
び
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
を
定
め
よ
う
」
を
「
の
農
林
水
産
省
令
を
制
定
し
、
又
は

改
廃
し
よ
う
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
及
び
第
二
項
の
規
則
を
定
め
よ
う
」を「
の

規
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
（
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
置
く
都
道
府
県
の
管
轄
に
属
す
る
内
水
面
（
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
条
第
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
水
面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」

に
改
め
、「（
指
定
土
地
）」を
削
り
、「
定
め
」
を
「
定
め
、」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中「
第

二
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
又
は
規
則
を
定
め
又
は
」
を
「
を
定
め
、
又
は
規
則
を
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
九
項
と
す
る
。

第
五
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
調
査
研
究
の
た
め
農
林
水
産
大

臣
の
許
可
を
受
け
て
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
ま
ひ
さ
せ
」
を
「
麻
痺ひ

さ
せ
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
、」を
「
た
だ
し
、
調
査
研
究
の

た
め
」
に
、「
受
け
て
、
調
査
研
究
の
た
め
、
漁
業
法
第
百
二
十
七
条
に
規
定
す
る
内
水
面
に
お
い
て
採
捕
す
る
」
を

「
受
け
て
す
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
六
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
九
条
第
一
項
」に
改
め
、「（
漁
業
調
整
に
関
す
る
命
令
）」

を
削
り
、「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
を
削
る
。
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